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2023年２月 教会暦と主日聖書日課

２月５日(日) 降誕節第７主日 公現後第５主日 日本二十六殉教者の日

(詩  編)147編１～11節        ((旧) 987頁)

(旧約日課)箴 言 ３章１～８節((旧) 993頁)

(使徒日課)コリントの信徒への手紙一 ４章８～16節((新) 303頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ８章４～15節((新) 118頁)

２月12日(日) 降誕節第８主日 公現後第６主日

(詩  編)103編１節b～13節(「わたしの」から) ((旧) 939頁)

(旧約日課)ヨ ブ 記 ２章１～10節((旧) 776頁)

(使徒日課)使 徒 言 行 録 ３章１～10節((新) 217頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ５章12～26節((新) 110頁)

２月19日(日) 降誕節第９主日 公現後第７主日

(詩  編)46編２～12節     ((旧) 880頁)

(旧約日課)イ ザ ヤ 書 41章８～16節((旧)1126頁)

(使徒日課)使 徒 言 行 録 28章１～６節((新) 269頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ９章10～17節((新) 121頁)

２月22日(水) 灰の水曜日

２月26日(日) 復活前第６主日 受難節第１主日 四旬節第１主日

       インヴォカヴィト(彼が呼び求める時)

(詩  編)66編１節b～20節(「全地よ」から) ((旧) 897頁)

(旧約日課)申 命 記 ６章10～19節((旧) 291頁)

(使徒日課)ローマの信徒への手紙 10章８～13節((新) 288頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ４章１～13節((新) 107頁)

日本キリスト教団高田教会 月 報
創立記念日 1891年７月６日 教会が生まれて今年で132年！

2022年度標語
「キリストを信じ、御心を聴き、共に祈る」

〒943-0838 新潟県上越市大手町５－４
電話＆ＦＡＸ (025)523-7009

牧 師 成 田 顕 靖
教会ホームページ http://uccj-takada.jimdo.com/
教会メールアドレス takada-hymn@oregano.ocn.ne.jp

2023年２月(2023年３月) 主日分散礼拝式文・役員会報告
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2023年２月(2023年３月) 毎主日10時20分

《 主日 分散礼拝 》
＝主日に各家庭で礼拝に与る場合、この礼拝式文を用いて共に祈りをささげます＝

＃分散礼拝において一人で祈りをささげる場合は、司式・会衆の全文を一人で唱える。

＝ 神 の 招 き ＝

黙  祷

２月５日～26日は「詩編第100編」を詠います

３月５日～26日は「詩編第95編」を詠います

―――２月５日～26日―――

詩編第100編

司式 全
ぜん

地
ち

よ、主
しゅ

に向
む

かって喜び
よろこ

の叫
さけ

びをあげよ。

会衆 喜び
よろこ

祝
いわ

い、主
しゅ

に仕
つか

え、喜び
よろこ

歌
うた

って御
み

前
まえ

に進
すす

み出
で

よ。

司式 知
し

れ、主
しゅ

こそ神
かみ

であると。

会衆 主
しゅ

はわたしたちを造
つく

られた。

司式 わたしたちは主
しゅ

のもの、その民
たみ

、主
しゅ

に養わ
やしな

れる羊の
ひつじ

群
む

れ。

会衆 感
かん

謝
しゃ

の歌
うた

をうたって主
しゅ

の門
もん

に進
すす

み、賛
さん

美
び

の歌
うた

をうたって主
しゅ

の庭
にわ

に入
はい

れ。

司式 感
かん

謝
しゃ

をささげ、御
み

名
な

をたたえよ。

会衆 主
しゅ

は恵
めぐ

み深
ふか

く、慈し
いつく

みはとこしえに、主
しゅ

の真
しん

実
じつ

は代々
よ よ

に及
およ

ぶ。

司式 父
ちち

・子
こ

・聖
せい

霊
れい

の神
かみ

にみ栄
さか

えあれ。

会衆 初
はじ

めも今
いま

も、世
よ

々
よ

に限
かぎ

りなく、アーメン
（日本聖書協会『聖書 新共同訳』より引用）

―――３月５日～26日―――

詩編第95編

司式 主
しゅ

に向
む

かって喜び
よろこ

歌
うた

おう。救
すく

いの岩
いわ

に向
む

かって喜び
よろこ

の叫
さけ

びをあげよう。

会衆 御
み

前
まえ

に進
すす

み、感
かん

謝
しゃ

をささげ、楽
がく

の音
ね

に合
あ

わせて喜び
よろこ

の叫
さけ

びをあげよう。

司式 主
しゅ

は大
おお

いなる神
かみ

。すべての神
かみ

を超
こ

えて大
おお

いなる王
おう

。

会衆 深
ふか

い地
ち

の底
そこ

も御
み

手
て

の内
うち

にあり、山々
やまやま

の頂も
いただき

主
しゅ

のもの。

司式 海
うみ

も主
しゅ

のもの、それを造
つく

られたのは主
しゅ

。陸
りく

もまた、御
み

手
て

によって形づ
かたち

くられた。

会衆 わたしたちを造
つく

られた方
かた

、主
しゅ

の御
み

前
まえ

にひざまずこう。共
とも

にひれ伏
ふ

し、伏
ふ

し拝
おが

もう。

司式 主
しゅ

はわたしたちの神
かみ

、わたしたちは主
しゅ

の民
たみ

。

会衆 主
しゅ

に養わ
やしな

れる群
む

れ、御
み

手
て

の内
うち

にある羊。
ひつじ

司式 父
ちち

・子
こ

・聖
せい

霊
れい

の神
かみ

にみ栄
さか

えあれ。

会衆 初
はじ

めも今
いま

も、世
よ

々
よ

に限
かぎ

りなく、アーメン
（日本聖書協会『聖書 新共同訳』より引用）
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罪の告白

司式 私た
わたし

ちは、父
ちち

なる神
かみ

の御
み

前
まえ

にまごころをもって近
ちか

づき、罪
つみ

をざんげし、主
しゅ

イエス・キ

リストの御
み

名
な

によって赦
ゆる

しを願
ねが

いましょう。

一同 父
ちち

なる全
ぜん

能
のう

の神
かみ

よ、私た
わたし

ちは生
う

まれながら罪
つみ

深
ふか

く、けがれに満
み

ち、思
おも

いと言
こと

葉
ば

と行い
おこな

と怠り
おこた

によって多
おお

くの罪
つみ

を犯
おか

しました。私た
わたし

ちは御
み

前
まえ

に罪
つみ

をざんげし、父
ちち

なる神
かみ

の限
かぎ

りない憐
あわ

れみにより頼
たの

みます。憐
あわ

れみ深
ふか

い神
かみ

よ、御
み

子
こ

イエス・キリストのゆえに、す

べての罪
つみ

を赦
ゆる

して下
くだ

さい。聖
せい

霊
れい

によって、主
しゅ

と主
しゅ

の御
み

旨
むね

についてのまことの知
ち

識
しき

を与
あた

え、また主
しゅ

の御
み

言
こと

葉
ば

への従順な心を私た
  じゅうじゅん  こころ  わたし

ちに与
あた

えて下
くだ

さい。

＃ここでしばらく沈黙する。

赦しの言葉

司式 ひとりの御
み

子
こ

イエス・キリストを死
し

に渡
わた

し、すべての罪
つみ

を赦
ゆる

された憐
あわ

れみ深
ふか

い神
かみ

が、

罪
つみ

を悔
く

い、御
み

子
こ

を信
しん

じる者
もの

に、赦
ゆる

しと慰め
なぐさ

を与
あた

えて下
くだ

さるように。

会衆 アーメン

詩  編(頌栄付)

＃ここで主日聖書日課に定められた詩編を唱える。
＃家庭での分散礼拝において複数名で礼拝をする場合は、新共同訳聖書に記載の詩編を司式者

と会衆で１節ずつ交互に唱える。詩編の終わりに頌栄を唱える。

司式 父
ちち

・子
こ

・聖
せい

霊
れい

の神
かみ

にみ栄
さか

えあれ。

会衆 初
はじ

めも今
いま

も、世
よ

々
よ

に限
かぎ

りなく、アーメン
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＝ 御言葉の礼拝 ＝

御言葉を聴く備えの祈り

司式 主
しゅ

なる神
かみ

よ、私た
わたし

ちの心を整え
こころ ととの

て、御
み

言
こと

葉
ば

を受
う

け入
い

れるにふさわしい者
もの

として下
くだ

さ

い。御
み

言
こと

葉
ば

以
い

外
がい

のいかなる声
こえ

にも惑
まど

わされず、これを聞
き

いて、御心
みこころ

に従う
したが

ことができ

ますように。主
しゅ

イエス・キリストの御
み

名
な

によって祈
いの

ります。

会衆 アーメン

旧約日課朗読

＃主日聖書日課に定められた旧約日課を朗読する。

使徒日課朗読

＃主日聖書日課に定められた使徒日課を朗読する。

福音日課朗読

＃主日聖書日課に定められた福音日課を朗読する。

２月26日～４月２日は「万物の歌」を詠います

―――２月26日～４月２日―――

万物の歌（旧約聖書続編 ダニエル書補遺 アザルヤの祈りと三人の若者の賛歌

                                  34～64節による）

司式 主
しゅ

の造
つく

られたすべてのものよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 もろもろの天
てん

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 主
しゅ

の使
つか

いよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 天
てん

の上
うえ

のすべての水
みず

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 太
たい

陽
よう

と月
つき

よ、天
てん

の星
ほし

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 すべての雨
あめ

と露
つゆ

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 もろもろの風
かぜ

よ、火
ひ

と熱
ねつ

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 寒
さむ

さと暑
あつ

さよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 露
つゆ

と霜
しも

よ、夜
よる

と昼
ひる

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 光と
ひかり

闇
やみ

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 氷と
こおり

寒
さむ

さよ、霰と
あられ

雪
ゆき

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 稲
いな

妻
ずま

と雲
くも

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 大
だい

地
ち

よ、山
やま

と丘
おか

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 地
ち

に生
は

える草
くさ

木
き

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 海
うみ

と川
かわ

よ、泉よ
いずみ

、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 海
うみ

の巨
きょ

大
だい

な動
どう

物
ぶつ

と水
みず

に動
うご

くすべてのものよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 空
そら

のすべての鳥
とり

よ、すべての獣と
けもの

家
か

畜
ちく

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 人
ひと

の子
こ

らよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。
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司式 イスラエルよ、祭
さい

司
し

たちよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

会衆 僕た
しもべ

ちよ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

司式 正
ただ

しい人々
ひとびと

の霊
れい

と魂よ
たましい

、清
きよ

く心の
こころ

謙
けん

虚
きょ

な人々
ひとびと

よ、主
しゅ

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめ

よ。

会衆 父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

を賛
さん

美
び

し、代々
よ よ

にたたえ、あがめよ。

沈  黙（※家庭での分散礼拝では５分程目を閉じ、呼吸を静かに整えて沈黙します）

＝ 信 仰 の 告 白 ＝

信仰告白

     使徒信条

一同 我
われ

は天
てん

地
ち

の造
つく

り主
ぬし

、全
ぜん

能
のう

の父
ちち

なる神
かみ

を信
しん

ず。我
われ

はその独
ひと

り子
ご

、我
われ

らの主
しゅ

、イエス・キ

リストを信
しん

ず。主
しゅ

は聖
せい

霊
れい

によりてやどり、処女
お と め

マリヤより生
うま

れ、ポンテオ・ピラトの

もとに苦
くる

しみを受
う

け、十字
じゅうじ

架
か

につけられ、死
し

にて葬ら
ほうむ

れ、陰
よ

府
み

にくだり、三
みっ

日
か

目
め

に死
し

人
にん

のうちよりよみがへ
え

り、天
てん

に昇
のぼ

り、全
ぜん

能
のう

の父
ちち

なる神
かみ

の右
みぎ

に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこよ

り来
きた

りて、生
い

ける者
もの

と死
し

ねる者
もの

とを審
さば

きたまは
わ

ん。我
われ

は聖
せい

霊
れい

を信
しん

ず、聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教
きょう

会
かい

、聖
せい

徒
と

の交
まじ

は
わ

り、罪
つみ

の赦
ゆる

し、身体
か ら だ

のよみがへ
え

り、永遠
とこしえ

の生命
い の ち

を信
しん

ず。アーメン。

＝ 感 謝 の 礼 拝 ＝

執り成しの祈り

司式 神
かみ

よ、キリストの教
きょう

会
かい

を強
つよ

めて、御
み

子
こ

の御
み

業
わざ

を行わ
おこな

せて下
くだ

さい。すべての教職と
きょうしょく

信
しん

徒
と

を導き
みちび

、御
み

名
な

を呼
よ

ぶ者
もの

を主
しゅ

の真
しん

理
り

と愛
あい

のうちに一
いっ

致
ち

させ、日々
ひ び

主
しゅ

の栄
えい

光
こう

をこの世
よ

に現
あらわ

す者
もの

とならせて下
くだ

さい。

神
かみ

よ、すべての国
くに

の人々
ひとびと

に知
ち

恵
え

を与
あた

えて正
せい

義
ぎ

と平
へい

和
わ

の道
みち

に導い
みちび

て下
くだ

さい。互
たが

いに尊
そん

敬
けい

する心を
こころ

与
あた

え、共
とも

にすべての人
ひと

の幸い
さいわ

を求
もと

めさせて下
くだ

さい。

神
かみ

よ、私た
わたし

ちと家
か

族
ぞく

、すべての友
ゆう

人
じん

と隣
となり

人
びと

に恵
めぐ

みを与
あた

え、共
とも

に主
しゅ

を知
し

り、主
しゅ

に仕
つか

え、

互
たが

いに愛
あい

することができるようにして下
くだ

さい。

神
かみ

よ、悩
なや

む人
ひと

、悲
かな

しむ人
ひと

、病気
びょうき

の人
ひと

、貧
まず

しい人
ひと

、その他
た

災い
わざわ

の中
なか

にある人々
ひとびと

を顧み
かえり

、

御力
みちから

を与
あた

えて、勇
ゆう

気
き

と希
き

望
ぼう

を増
ま

し加
くわ

え、主
しゅ

の救
すく

いの喜び
よろこ

に導い
みちび

て下
くだ

さい。

神
かみ

よ、世
よ

を去
さ

ったすべての人
ひと

を顧み
かえり

、彼
かれ

らの上
うえ

に主
しゅ

の愛
あい

の御
み

旨
むね

を成
な

し遂
と

げて下
くだ

さい。

私た
わたし

ちは、世々
よ よ

に主
しゅ

の証
あか

し人
びと

たちに与
あた

えられた主
しゅ

の恵
めぐ

みのゆえに、御
み

名
な

をたたえま

す。どうか、私た
わたし

ちも彼
かれ

らとの交
まじ

わりを保
たも

ち、共
とも

に御
み

国
くに

の栄
えい

光
こう

に与ら
あずか

せて下
くだ

さい。

これらの祈
いの

りを御
み

子
こ

イエス・キリストの御
み

名
な

によってお願
ねが

い致
いた

します。

会衆 アーメン
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献  金

＃感謝と献身のしるしとして献金する。
＃家庭での分散礼拝においては所定の主日礼拝献金袋に献金する。献金は各自保管し、後日に

まとめて教会に持参する。

奉献の祈り

一同 恵
めぐ

み豊
ゆた

かな神
かみ

よ。感
かん

謝
しゃ

と喜び
よろこ

をもって、今
いま

、この供
そな

え物
もの

をお献
ささ

げいたします。また、

あわせて、私た
わたし

ちの全
ぜん

身
しん

全
ぜん

霊
れい

をお献
ささ

げいたします。どうか、私た
わたし

ちの日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

によ

って、天
てん

の父
ちち

であるあなたがあがめられますように。主
しゅ

イエス・キリストの御
み

名
な

によ

って祈
いの

ります。アーメン。

主の祈り

司式 主
しゅ

イエス・キリストが教
おし

えて下
くだ

さった主
しゅ

の祈
いの

りを祈
いの

りましょう。

一同 天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、願
ねが

わくは御
み

名
な

をあがめさせたまえ。

御
み

国
くに

を来
きた

らせたまえ。みこころの天
てん

になるごとく地
ち

にもなさせたまえ。

我
われ

らの日
にち

用
よう

の糧
かて

を、今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。

我
われ

らに罪
つみ

をおかすものを 我
われ

らがゆるすごとく、我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。

我
われ

らをこころみにあわせず、悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。

国
くに

とちから
権

と栄
さか

えとは 限
かぎ

りなく汝の
なんじ

ものなればなり。アーメン。
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＝ 派     遣 ＝

アロンの祝福（民数記 ６章24～26節）

司式 願
ねが

わくは主
しゅ

があなたを祝
しゅく

福
ふく

し、あなたを守
まも

られるように。

願
ねが

わくは主
しゅ

が御
み

顔
かお

をもってあなたを照
て

らし、あなたを恵
めぐ

まれるように。

願
ねが

わくは主
しゅ

が御
み

顔
かお

をあなたに向
む

け、あなたに平
へい

安
あん

を賜る
たまわ

ように。

父
ちち

と子
こ

と聖
せい

霊
れい

の御
み

名
な

によって。

会衆 アーメン
（日本聖書協会『聖書 口語訳』より引用）

黙  祷

(参考資料 日本基督教団信仰職制委員会編『日本基督教団式文（試用版）――主日礼拝式・結婚式・葬儀
諸式』日本基督教団出版局、2006年 日本福音ルーテル教会・日本ルーテル教団共同式文委員会監修『ル
ーテル教会式文（礼拝と諸式）』日本福音ルーテル教会、2001年 日本聖公会「朝の礼拝」『日本聖公会祈
祷書』日本聖公会管区事務所、1991年 2020年４月３日日本カトリック司教協議会認可「新型コロナウイ
ルス感染症に苦しむ世界のための祈り」カトリック中央協議会公式サイトより)

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

●万一、礼拝堂での主日公同礼拝が不可能になった場合は、各家庭で月報掲載の礼拝式文
を用いて主日礼拝をお守り下さい。

●新型コロナウイルス感染拡大の為、当分の間、蔓延防止等重点措置・緊急事態宣言が適
用されている他都道府県在住または往来があった方は、１週間礼拝出席をお控え下さ
い。(2021年度第16回役員会決議)

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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2023年３月 教会暦と主日聖書日課

３月５日(日) 復活前第５主日 受難節第２主日 四旬節第２主日

       レミニスツェレ(主よ、思い起こして下さい)

(詩  編)140編２～８節        ((旧) 980頁)

(旧約日課)創 世 記 ６章11～22節((旧)   8頁)

(使徒日課)ヨ ハ ネ の 手 紙 一 ４章１～６節((新) 445頁)

(福音日課)ルカによる福音書 11章14～26節((新) 128頁)

３月12日(日) 復活前第４主日 受難節第３主日 四旬節第３主日

       オクーリ(主に目を注ぐ)

(詩  編)107編１～16節         ((旧) 947頁)

(旧約日課)イ ザ ヤ 書 63章７～14節((旧)1164頁)

(使徒日課)テモテへの手紙二 ２章８～13節((新) 392頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ９章18～27節((新) 122頁)

３月19日(日) 復活前第３主日 受難節第４主日 四旬節第４主日 ヨセフの日

      ラエターレ(喜び祝え)

(詩  編)29編１節b～11節(「神の子らよ」から) ((旧) 859頁)

(旧約日課)出 エ ジ プ ト 記 34章29～35節((旧) 152頁)

(使徒日課)コリントの信徒への手紙二 ３章４～18節((新) 328頁)

(福音日課)ルカによる福音書 ９章28～36節((新) 123頁)

３月26日(日) 復活前第２主日 受難節第５主日 四旬節第５主日

      ユディカ(あなたの裁きを)

(詩  編)54編３～９節       ((旧) 887頁)

(旧約日課)哀 歌 １章１～14節((旧)1283頁)

(使徒日課)ヘブライ人への手紙 ５章１～10節((新) 405頁)

(福音日課)ルカによる福音書 20章９～19節((新) 149頁)

―――――――――――――――――――――――――――

2023年２月～2023年３月の小祝日・行事暦
２月２日(木) 被献日
２月５日(日) 日本二十六殉教者の日
２月６日(月) テトスの日
２月11日(土) 信教の自由を守る日
２月24日(金) マティアの日
３月３日(金) 世界祈祷日
３月17日(金) アリマタヤのヨセフの日
３月19日(日) ヨセフの日
３月24日(金) 大天使ガブリエルの日


